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　目的　日本はすでに、世界でも有数の長寿国として、さまざまな社会問題をかかえてい

る。人間として、「老い」は避けては通れない問題の一つである。そこで､、色彩・意匠学

部会では、過去２年に引き続き、高齢者の色彩感情について、全国的に実態調査を実施し

た。老年期の快適なライフ・スタイルと、被服色彩環境を明らかにするために、色彩の好

悪、性別、生活形態、地域による特性、イメージ要因の解明につとめた。特に本報では、

着装したい色彩の感情要因と性別、世帯別、住居形態との関連を考察することにより、高

齢者の色彩嗜好の選定要因と、生活形態とのかかわりを検討する。第８報･･･数量化Ⅲ類、

第９報…主成分分析、第10報･･･系統色名による解析を試みた。

　方法　1 ）対象　1740名（フェイス・シート第９報と同様）　2 ）調査時期　1989年９

月1 ~ 30日、10～15時　3 ）手続　質問紙法、面接調査、J IS色票80色、個体14,カテゴ

リー：［性別］①‥男、②‥女、［世帯別] ①‥-人暮らし、②‥夫婦、③‥他と同居、

［住居形態］①‥一戸建て、②‥集合住宅　4 ）分析は数量化Ⅲ類。

　結果　カテゴリーの配置から、I ･ n軸、Ｉ・Ⅲ軸共に男は十十、十一、女は一十、－

－に位置し、住居形態では、I ･ n軸で十十に男・一戸建て、十一に男・集合住宅、一十

に女・集合住宅、－－に女・一戸建てと分かれ、多少の片寄りがみられた。個体からは、

I ･ 皿軸、Ｉ　・Ⅲ軸. n ･Ⅲ軸共に、若々しい、個性的なが十十、洗練されたと似合った

上品な、美しいと好きなが近くに位置した。　これらから、老年期の色彩感情要因は、性差

が強く、落ちつきとやすらぎを求める中に、若さへの回帰願望のあることが判明した。
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　目的　1990年代、豊かな高齢化社会の実現に向けて、老後の衣・

彩問題は従来以上に多様化し、クローズアップされると予想する。

も、アイデンティティーを重視する時代の到来とみられる。

食・住生活に関する色

人々の生活意識や行動

　急変する社会環境の中で、老年期の人々は社会の変化に対応して、いきいきとした生活

を送るために、生活者の視点から、それぞれの色彩に、どのような意味をにっかを明らか

にする必要がある。そこで主成分分析で、その要因を抽出し検討したので報告する。

　方法　1 ）対象　2 ）調査時期　3 ）場所　4 ）手続　第８報、第10報同様　5 ）主成

分分析　（形容詞14尺度、５段階評定）、相関行列、因子負荷量、因子の解釈、意味づけ

フェイス・シート（1924年9 月以前生まれ）

性　別 老年前期　後期 職　業 未既婚 世　　　帯 住居形態

男　女 65～74　75歳以上 有　無 未　既 １人　夫婦　同居 一戸建て　集合

570　1170 1106　　　　634 346　1394 73　1667 303　　532　　905 1431　　　309

　結果　色彩に対するイメージー･プロフィールは好｡きな，‘こころよい. 似合ったが上位群

で，女性的な，美しいは性別特性か認められる。尺度間の相関は若々しいと明るい，好き

なとこころよいか大である。因子負荷量の第１因子は美しい，明るい，第２因子はこころ

よい，似合った，第３因子は流行の，個性的な，累積寄与率47％。因子得点の位置づけ，
ｎ軸・Ⅲ軸は，老いと若さ，個性と同調を分ける軸と考えられる。したがって，豊かな老

年期の実現のために色彩感情のもつ意味を重視したい。


